
2022/6/7

1

テキスト分析による
立山黒部アルペンルート
一帯の観光イメージの

変遷

2/7 卒論発表会

富山大学人文学部 人文地理学研究室

4年 鍛治花乃衣

1

Ⅰ はじめに➀

問題の所在

• 1980年代後半に「リゾートブーム」が到来

→以降，日本の観光研究が広がっていく．

• 観光研究の対象には観光地，観光資源，観光客
といったものが挙げられる．

→本研究では観光地のイメージについて検討

• メディアによる観光地のイメージはどのように
創造されていったのか，そしてそれは本来の姿
と同じものなのか？
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Ⅰ はじめに➁
既存研究

イメージの変遷や形成過程をテーマにしたものは，雑誌
記事や旅行ガイドブックを資料とすることが少なくない．

• 内田（1989）

長野県軽井沢町が「別荘地・高級避暑地」としてイメー
ジされるようになった過程を雑誌記事や開発史を通して
明らかにした．

• 有馬（2015）

旅行ガイドブック『るるぶ富士山』を用いて，観光地と
しての富士山のイメージ変遷を分析・考察した．

→本研究では，有馬（2015）を基盤とする．
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Ⅰ はじめに➂

研究目的

• 1999年から2020年までの立山黒部アルペン
ルート一帯の観光イメージの変遷を整理する．

• メディアによる立山黒部アルペンルートの観光
イメージと観光地の実像を比較し，その差異を
分析する．

• 観光地としての立山黒部アルペンルートの成立
が，地域に利益をもたらしているのかどうかを
明らかにする．
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Ⅰ はじめに➃

研究対象

→立山黒部アルペンルート
一帯

• 富山県の主要な観光地．

• 立山黒部アルペンルート
一帯とは，室堂や称名滝
などのほか，長野県松本
市や富山県宇奈月町と
いった周辺地域も範囲に
入れることを意味する．
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図１ 称名滝（筆者撮影）

Ⅱ 研究資料と研究方法➀

研究資料

→『るるぶ立山黒部アルペンルート』シリーズ
（JTBパブリッシング発行）

• 『るるぶ』シリーズは発行点数世界最多のガイ
ドブックとしてギネス世界記録に認定．

• そのため，数ある旅行ガイドブックの中でも，
特筆して当該地域のごく一般的な観光イメージ
をあらわしていると考えられる．
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Ⅱ 研究資料と研究方法➁
研究方法

⒈ 1999年から2020年分の『るるぶ立山黒部アルペン
ルート』内の見出しを抜き出し，頻出単語を整理する．
→テキスト分析用フリーソフトのKH Coderを使用．

なおKH Coderのシステム上，単語は最も分解された
状態で抽出される．

例）「世界遺産」→「世界」と「遺産」

ただし，複数の単語からなる特徴的な固有名詞は1つ
の単語として強制的に抽出した．

例）「美女平」，「大町温泉郷」
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Ⅱ 研究資料と研究方法➂

⒉ 『るるぶ立山黒部アルペンルート』シリーズに
おける観光イメージの変容を検討するために，対応
分析をおこなって4つの時期に区分する．

⒊ 区分した時期ごとの共起ネットワークの結果か
ら，分析・考察する．

⒋社会的背景による時期区分をおこなう．

⒌ガイドブックにより形成された観光イメージと，
地域の実像を比較する．

以上、５つの段階を踏まえて分析する．
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Ⅲ 結果➀（立山黒部アルペ
ンルート一帯の観光要素）
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表１ 『るるぶ立山黒部アルペルート』の見出しに使用された単語（頻出単語）
の総出現回数

（1999年～2020年発行
『るるぶ立山黒部アルペンルート』
より作成）

Ⅲ 結果➁（対応分析による
時期区分）
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図2 『るるぶ立山黒部アルペンルート』の見出しに使用

された各単語とその出現回数の対応分析の結果

（1999～2020年発行
『るるぶ立山黒部アル
ペンルート』より作成）

凡例

ガイドブック
の発行年

見出しに使用
された単語

成分1：「観光行動（正）と
観光資源（負）」

成分2：「アクセスしづらい
（正）とアクセス
しやすい（負））」

第1期：
1999年から
2000年

第2期：
2001年から
2004年

第3期：
2005年から
2011年

第4期：
2012年から
2020年

Ⅲ 結果➂（第1期，第2期の
共起ネットワーク）
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図3 第1期（1999年から2000年）の
データによる共起ネットワーク分析

図4 第2期（2001年から2004年）の
データによる共起ネットワーク分析

Ⅲ 結果➃（第3期，第4期の
共起ネットワーク）
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図5 第3期（2005年から2011年）の
データによる共起ネットワーク分析

図6 第4期（2012年から2020年）の
データによる共起ネットワーク分析
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Ⅲ 結果➄-１（社会的背景に
よる時期区分）
• 第1期：安定期

1999年から2006年

• 第2期：回復期

2007年から2010年

• 第3期：転換期

2011年から2014年

• 第4期：停滞期

2015年から2020年
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図7 1999年から2019年における立山黒部
アルペンルートの入り込み人員数の推移

（立山黒部貫光株式会社ホームページ，
富山県観光客入込数より作成）

（年）

Ⅲ 結果➄-２（社会的背景に
よる時期区分）

第1期（安定期）

• 2001年→アメリカ同時多発テロ事件，立山黒
部アルペンルート全線開業30周年

第2期（回復期）

• 2007年→世界金融危機の発生（2010年頃ま
で）

第3期（転換期）

• 2011年→東日本大震災 2014年→消費税増税

第4期（停滞期）

• 2015年→北陸新幹線開業（長野・金沢間）
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Ⅲ 結果➄-３（社会的背景に
よる時期区分）
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図8 2003年から2019年における立山黒部アルペンルートの訪日団体客数
（立山黒部貫光株式会社ホームページ，富山県観光客入込数より作成）

Ⅳ 考察
• 『るるぶ』による立山黒部アルペンルート一帯の

観光イメージ

…自然溢れる探勝の地

• 立山黒部アルペンルート運営側（＝立山黒部貫光
株式会社）

…「世界有数の山岳観光ルート」，自然保護と環境
保全への取り組み

• 立山町

…立山の環境保全，グリーン・ツーリズムの促進

⇒ガイドブックが創出した立山黒部アルペンルート
一帯の観光イメージと，運営や地域が考える観光像
に大きな差異は見られなかった．
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Ⅴ おわりに

• 1999年から2020年における立山黒部アルペン
ルート一帯の観光イメージは，主に自然探勝型
の観光地として大きく変化することはなかった．

• 観光地としての立山黒部アルペンルート一帯は
平成に入り，緩やかに国内人気が減少する一方，
国外人気は増加傾向にあった．

• 立山黒部アルペンルートの存在が，立山町に
「グリーン・ツーリズム」事業という観光振興
の糸口を与えた．
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